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1. 平成28年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 連結財政状態

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計-期末新株予約権-期末非支配株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(1) 連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 親会社株主に帰属する中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期中間期 29,638 9.6 5,360 8.7 7,896 127.3
27年3月期中間期 27,042 38.6 4,933 57.2 3,474 88.6

（注）包括利益 28年3月期中間期 6,538百万円 （41.7％） 27年3月期中間期 4,613百万円 （194.8％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

28年3月期中間期 207.54 206.64
27年3月期中間期 91.61 91.20

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期中間期 2,209,748 105,648 4.7
27年3月期 2,192,114 99,812 4.5
（参考）自己資本 28年3月期中間期 103,302百万円 27年3月期 97,607百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00
28年3月期 ― 17.50
28年3月期（予想） ― 17.50 35.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,400 4.3 8,900 △6.8 9,900 78.3 260.03
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(1) 当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は【添付資料】3ページ「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

※ 注記事項

新規 1社 （社名） 株式会社ＯＣＳ 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期中間期 38,508,470 株 27年3月期 38,508,470 株
② 期末自己株式数 28年3月期中間期 436,354 株 27年3月期 488,103 株
③ 期中平均株式数（中間期） 28年3月期中間期 38,046,278 株 27年3月期中間期 37,932,933 株

（個別業績の概要）

1. 平成28年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日）

(2) 個別財政状態

(注)「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計-期末新株予約権）を期末資産の部の合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

(1) 個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期中間期 19,839 3.9 4,563 13.5 3,134 27.7
27年3月期中間期 19,103 0.8 4,021 34.8 2,455 21.2

1株当たり中間純利益
円 銭

28年3月期中間期 82.38
27年3月期中間期 64.61

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期中間期 2,173,114 95,266 4.4
27年3月期 2,167,169 94,203 4.3
（参考）自己資本 28年3月期中間期 95,061百万円 27年3月期 94,007百万円

2. 平成28年 3月期の個別業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

※中間監査手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく中間監査手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく中
間連結財務諸表及び中間財務諸表の中間監査手続は終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1.当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第2項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第2四半期会計期間につ
いては、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。
2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,700 △0.1 7,300 △9.3 4,800 11.7 126.08
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１．当中間期決算に関する定性的情報 
 
（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

平成 28年３月期第２四半期連結累計期間（平成 27年４月１日から平成 27年９月 30日まで）の国内経済

は、全体としては緩やかな回復基調が続きましたが、個人消費では消費者マインドの持ち直しに足踏みがみ

られ、輸出もアジア向けを中心に弱含むなど、一部に鈍い動きがみられました。 

沖縄県経済は、個人消費が労働・賃金環境の改善から好調となり、観光は外国人観光客の大幅な増勢が続

き、建設も住宅建設等が高水準を維持したことから、引き続き拡大の動きが強まりました 

このような中、当行は「グループ総合力の発揮による顧客提供価値の確立」を経営目標とする中期経営計

画「Shared Value 2015」をスタートさせました。中計初年度である今年度は、お客様の利便性向上のため

IT インフラを拡充したほか、成長分野への取組強化による法人取引の拡大、お客様のライフプランに合わせ

たコンサルティング機能の充実等による個人取引の強化などに取り組みました。 

IT インフラの拡充については、導入した営業支援システムのさらなる活用を図るため全営業店にモバイル

プリンタを導入し、訪問先でお客様と面談しながら入力した書類をその場で印刷するなどお客様の記入事項

の削減やお申し込み手続きの簡便化を図りました。 

法人取引の強化では、お客様のシンガポール・ASEAN 進出支援の強化の一環として Asia Creative Works 

Pte.Ltd.と提携したほか、新たな取り組みとして肉用牛繁殖農家向けローン「モーちゃんパワー」の取り扱

いを開始しました。また、今回で３回目となる県内三金融機関合同の「沖縄のみりょく発信商談会」を農水

産・食品事業者に特化したものから観光分野の商談会も同時開催するものにリニューアルして開催したほか、

医療機関向けの個別勉強会をお客様の要望に応じて開催する等、高齢化を背景に高い成長が見込まれる医

療・福祉業界を積極的にサポートしました。 

個人取引の強化では、平成 27 年６月に各種個人ローンを専門的に取り扱っている北谷ローンセンターを、

生命保険に関する相談業務も取り扱う「りゅうぎん北谷ローンセンター＋（プラス）」として新装オープン

したことで、土日でも全てのローンセンターで生命保険に関する保障診断、保障見直しなどをご相談いただ

ける態勢としたほか、大切なペットに対する備えができる保険「どうぶつ健保ふぁみりぃ」の取り扱いを開

始する等、多様化するお客様のニーズに積極的に応えました。 

また、グループ総合力を発揮するため、株式会社ＯＣＳ（以下、「ＯＣＳ」という。）を連結子会社化して

おり、これまで以上にグループ各社の特長を最大限に活用した金融サービスの提供に努めています。 

このような取り組みにより、平成 28 年３月期第２四半期連結累計期間の業績については以下の通りとな

りました。 

当第２四半期連結累計期間の経常収益は、リース業における売上増加に伴うその他業務収益の増加や貸出

金利息の増加等による資金運用収益の増加、ＯＣＳの連結子会社化に伴う役務取引等収益の増加等により前

年同期を 25 億 96 百万円上回る 296 億 38 百万円となりました。 

一方、経常費用は、リース業における売上原価の増加に伴うその他業務費用の増加やＯＣＳの連結子会社

化による営業経費の増加等により、前年同期を 21億 69 百万円上回る 242 億 78 百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期を４億 26 百万円上回る 53 億 60 百万円となり、親会社株主に帰属する中

間純利益は、ＯＣＳの連結子会社化による負ののれん発生益の計上もあり、前年同期を 44億 21 百万円上回

る 78 億 96 百万円となりました。 
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（2） 連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末を 176 億 34 百万円上回る２兆 2,097 億 48 百

万円となりました。純資産は前連結会計年度末を 58億 36 百万円上回る 1,056 億 48 百万円となりました。 

主要勘定としては、預金は個人預金が年金資金の受入等により増加したほか、法人預金が好調に推移した

ことから、前連結会計年度末を 205 億 44 百万円上回る１兆 9,785 億 28 百万円となりました。貸出金は、個

人向けは住宅ローンやアパートローンを中心に好調に推移しましたが、地公体向け貸出の減少ならびにＯＣ

Ｓの新規連結に伴う会計処理により、前連結会計年度末を 29 億 87 百万円下回る１兆 3,846 億 32 百万円と

なりました。有価証券は、社債等の償還等により前連結会計年度末を 520 億４百万円下回る 5,243 億 86 百

万円となりました。 

 

（3） 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 28年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成 27 年５月 14 日に公表した数値から変更はあり

ません。 

  

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（「企業結合に関する会計基準」などの適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計

基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事

業分離等会計基準」という。）等を、当中間連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計

年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当中間連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間連結

会計期間の中間連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、中間純利益等の表示の変更及び

少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。  

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項(4)、連結会計基準第 44-5 項(4)及び

事業分離等会計基準第 57-4 項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当中間連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。  

なお、当中間連結会計期間において、中間連結財務諸表に与える影響はありません。 
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（４）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。
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